
4月より新任者75名を迎え入れ、8日間の日程で初任者研修を行いました。
病院長・看護部長をはじめ、各部門の担当者から病院組織の概要や医療チーム
の一員としての心構え・役割などについて、講義を受けました。
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講 義

看護部長

昨年度と同様、Zoomを使用し、映像や音声、講義スラ
イドを画面共有しながら、2つの会場に分かれて研修を
行いました。また、今年度は、グループワークや演習の
時間を増やし、活発に意見交換をしたり笑顔で交流した
りする様子がみられました。

操作研修では、実際にパソコンで操作をしな
がら、病院情報システムの概要や入力方法に
ついて学びました。

患者照合・電子カルテ操作研修

感染対策の基本である手指衛生やPPE着脱の
正しい手順について確認しました。蛍光塗料を
を使用し、手指消毒・手洗いが得意な箇所、苦
手な箇所を確認しました。

手指衛生・PPE演習

「しんじんの時間」では、全員が
自己紹介を行い、大切にしたい
看護や目標、個性溢れる趣味に
ついて語りました。

しんじんの時間

医療安全の講義では、数名が指差し呼称を実践し、確実なチェックを行う
ことが出来ました。また、今年度から取り入れた「接遇・身だしなみ」の講
義では、電話対応のロールプレイを行い、検査室や医師とのやり取りをイ
メージすることが出来ました。さまざまな講義を聞き、「看護師として自覚
が芽生えた」「組織の一員として責任ある行動が求められることがわかっ
た」といった声が聞かれました。


